
 一般質問一般質問

中
島
　

毎
回
土
砂
が
豪
雨
時
に
堆
積
す
る

箇
所
が
あ
る
が
把
握
は
さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁
　

豪
雨
災
害
で
、繰
り
返
し
土
砂
が

堆
積
し
て
い
る
箇
所
と
し
ま
し
て
は
、市

道
で
は
山
崎
山
線
、向
鶴
線
、中
原
西
岳

線
、笹
原
井
上
線
。

　
ま
た
、市
河
川
で
は
空
巣
川
な
ど
と
な
っ

て
お
り
、豪
雨
災
害
後
に
は
堆
積
土
砂
の

除
去
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

中
島
　

土
砂
堆
積
に
つ
い
て
の
原
因
は
。

答
弁
　

隣
接
す
る
山
間
部
の
土
砂
が
緩

み
、道
路
や
水
路
等
に
流
れ
出
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

中
島
　

対
策
と
し
て
土
砂
砂
防
ダ
ム
は
ど

う
か
。

答
弁
　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
、ま
た
は
土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
外
区
域

で
の
砂
防
事
業
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、適
切
に
応
急
対
策
を
行
っ
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

中
島
　

市
と
し
て
田
ん
ぼ
ダ
ム
政
策
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

答
弁
　

令
和
元
年
、３
年
に
豪
雨
時
の
災

害
を
体
験
し
て
お
り
、田
ん
ぼ
ダ
ム
を
含

め
た
様
々
な
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
島
　

積
極
的
に
田
ん
ぼ
ダ
ム
事
業
を
取

り
組
む
に
当
た
り
、農
家
へ
の
周
知
方
法

は
。答

弁
　

説
明
会
の
開
催
や
チ
ラ
シ
の
配

布
、個
別
説
明
等
に
よ
り
周
知
を
図
り
、令

和
４
年
度
に
活
動
組
織
へ
取
組
の
意
向
調

査
と
確
認
、組
織
内
で
の
合
意
形
成
を
し

て
い
た
だ
き
、令
和
５
年
度
か
ら
事
業
の

取
組
を
本
格
化
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

中
島
國
孝

豪
雨
時
の
対
策

國
信
　

用
地
取
得
、交
渉
、地
元
協
議
、契

約
、買
収
の
状
況
は
。

答
弁
　

用
地
取
得
の
手
続
は
、今
年
２
月

に
全
地
権
者
と
の
仮
契
約
を
完
了
し
ま
し

た
。

　
農
地
転
用
の
許
可
後
に
、所
有
権
登
記
、

土
地
代
金
の
支
払
等
の
手
続
を
完
了
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

國
信
　

建
築
物
の
設
計
の
状
況
は
。

答
弁
　

小
城
・
多
久
合
同
の
選
定
委
員
会

を
設
置
し
、プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
安
井
・

平
野
建
設
設
計
共
同
体
を
優
先
交
渉
権
者

と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。基
本
設
計
は
令

和
３
、４
年
度
の
２
か
年
の
事
業
で
す
。建

築
の
実
施
設
計
は
令
和
４
年
度
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

國
信
　

建
築
物
の
着
工
時
期
、造
成
の
実

施
設
計
完
了
は
。

答
弁
　

建
物
の
着
工
は
、お
お
む
ね
令
和

５
年
７
月
ご
ろ
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
造

成
は
今
年
度
中
の
設
計
完
了
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

國
信
　

病
院
に
係
る
全
体
の
工
事
金
額

は
。答

弁
　

基
本
計
画
策
定
時
点
で
77
億
円
と

想
定
し
て
い
ま
す
。

國
信
　

工
事
資
金
の
調
達
及
び
返
済
計
画

は
。現
在
及
び
将
来
の
ツ
ケ
を
若
い
市
民

に
極
力
残
さ
な
い
で
ほ
し
い
。

答
弁
　

県
の
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保

基
金
、病
院
事
業
債
、過
疎
事
業
債
を
予
定

し
て
い
ま
す
。ま
た
、返
済
に
つ
い
て
は
、基

本
的
に
償
還
に
対
し
て
財
政
が
逼
迫
す
る

と
い
う
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

國
信
好
永

新
公
立
病
院
建
設
に
つ
い
て

病院建設予定地
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市
政
を
問
う

田
渕
　

平
成
31
年
３
月
の
農
地
貸
し
付

け
等
の
、意
向
調
査
、進
捗
状
況
と
農
地
面

積
、耕
作
者
数
、そ
の
中
で
75
歳
以
上
の
方

の
人
数
、そ
の
耕
作
面
積
、ま
た
、後
継
者

数
は
。

答
弁
　

農
地
を
貸
し
た
い
筆
数
１
０
４

筆
、面
積
は
11
万
６
６
４
㎡
、令
和
３
年
度

の
新
規
賃
貸
借
契
約
数
は
１
０
７
件
、面

積
41
万
６
，４
３
９
㎡
で
あ
り
、農
地
の
集

積
は
年
々
僅
か
進
ん
で
は
い
ま
す
。

　

農
業
者
数
は
６
０
９
人
、そ
の
中
で
75

歳
以
上
は
２
１
２
人
で
34
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

田
渕
　

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
で
は
優
良
農
地
を
守
る
た
め
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、そ

の
後
の
対
応
は
。

答
弁
　

令
和
３
年
度
の
結
果
と
し
て
再
生

可
能
な
農
地
と
再
生
が
困
難
な
農
地
が
あ

り
、合
わ
せ
て
遊
休
農
地
２
８
３
ha
、昨
年

度
よ
り
26
．１
ha
の
増
加
で
す
。

　
遊
休
地
と
判
定
さ
れ
た
所
有
者
全
て
に

調
査
を
し
て
お
り
、「
農
地
バ
ン
ク
へ
預
け

る
」、又
は「
所
有
者
移
転
」、「
賃
貸
借
契
約

を
行
う
」か
、自
ら
耕
作
す
る
か
選
択
し
農

業
委
員
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

農
業
委
員
会
は
県
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

田
渕
　

市
外
所
有
者
農
地
に
つ
い
て
は
、

年
々
耕
作
面
積
が
増
え
て
き
て
、地
元
管

理
で
難
し
い
こ
と
が
あ
る
。そ
う
し
た
状

況
で
の
対
応
は
ど
う
思
う
か
。

答
弁
　

農
業
用
施
設
の
維
持
管
理
は
基
本

的
に
は
受
益
者
及
び
関
係
者
で
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
地
問
題
に
つ
い
て 田

渕　

厚

水田の活用（田んぼダム）
◯田んぼダム（排水口への堰板の設置等による流出
　抑制）によって下流域の湛水被害リスクを低減。

堰 板

田んぼダム
堰 板 の 例 一時的に

田んぼに貯留

田面田面

農地パトロール後の会議
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